
捕獲支援の内容

１．目的

４．実施想定

◆ボランティアハンターの活用
◆指定管理鳥獣捕獲等事業交付金による支援
◆誘引試験
◆新たな捕獲手法の検討・捕獲試験
◆捕獲候補地マップの作成
◆捕獲の効果検証としてのモニタリング
◆エゾシカの生息状況のモニタリング
◆捕獲効率化に向けた関係機関との調整
◆広域的な捕獲戦略の検討・調整
◆外部研究機関等との協力体制の構築 等

２．捕獲支援の内容（例）

ボランティアハンターのイメージ

阿寒摩周国立公園エゾシカ対策協議会実施計画に基づき、阿寒摩周国立公園及び周辺地域においてエゾシカによる自
然環境等への被害低減のため、捕獲を中心としたエゾシカ対策の活性化に寄与する

３．協議会事務局としての役割

協議会事務局
環境省

エゾシカ対策情報の提供

構成員からの情報集約
協議会等での情報共有
エゾシカ捕獲促進に向けた調整
次年度捕獲方針の提案

協議会構成員

・捕獲圧の低いエリア(鳥獣保護区、国有林銃猟禁止区域等)を
対象に土地管理者と事前調整の上、猟場として開放

・狩猟者を募り、登録した狩猟者のみが計画区域内で
捕獲可能な仕組みを構築する

捕獲圧：低

捕獲圧：低

捕獲圧：高
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